
※各数値は暫定値

１ 刑法犯認知件数の推移
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ6 前年比

3,562 2,719 2,859 2,723 3,179 3,528 349 

Ｒ５ Ｒ6 前年比 Ｒ５ Ｒ6 前年比 Ｒ５ Ｒ6 前年比 Ｒ５ Ｒ6 前年比

重要犯罪 49 72 23 49 60 11 特殊詐欺 34 54 20 4 10 6 

重要窃盗犯罪 370 380 10 295 304 9 自転車盗 782 760 -22 106 79 -27 

万引き 387 407 20 346 369 23 
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その他 合計 投資 ロマンス

認知件数 0 2 14 12 4 1 0 1 0 34 
被害額 0 0 3,781 1,762 243 796 0 0 0 6,581 

認知件数 10 0 21 12 3 0 4 0 4 54 28 28 
被害額 6,372 0 12,646 1,104 82 0 2,711 0 150 23,065 44,589 21,029 

(令和６年における年齢・性別分類）

60～64 65～69

合計54 1 7 9 3 9 4 13 5 3
男性22 0 4 6 2 5 2 2 1 0
女性32 1 3 3 1 4 2 11 4 3
合計28 1 1 0 2 9 5 6 3 1
男性９ 0 1 0 1 1 1 4 1 0
女性19 1 0 0 1 8 4 2 2 1
合計28 0 1 2 6 6 4 6 3 0
男性15 0 1 0 4 3 4 1 2 0
女性13 0 0 2 2 3 0 5 1 0
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２ 重要犯罪、重要窃盗犯の状況 ３ 抑止重点犯罪の状況
認知件数 検挙件数 認知件数 検挙件数

※重要犯罪は、「殺人、強盗、放火、不同意性交等、略取誘拐・人身売買、不同意
わいせつ」を、重要窃盗犯罪は、「侵入盗、自動車盗、ひったくり、すり」をいう。

※抑止重点犯罪は、県警察が特に被害を抑止するために毎年指定している犯罪であ
り令和６年度は「特殊詐欺、自転車盗、万引き」をいう。

４ 特殊詐欺等の被害状況
特 殊 詐 欺 ＳＮＳ型詐欺

※被害額は約万円単位（数値は１万円未満を切り捨て）であり、被害額の合計数値が合わない場合がある。

60歳代

※ 色つけ部分は、被害者数が最多の年齢分類

５ 不審者情報の受理状況（令和６年）
種別 種別

声かけ 露出

つきまとい・立ちふさがり はいかい

待ち伏せ・見張り 盗撮

誘い込み のぞき見

卑わいな言動 その他

合計
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Ｒ５

Ｒ６

被害種別 被害者 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 70歳代 80歳以上

特殊詐欺

ＳＮＳ型
投資詐欺

ＳＮＳ型
ロマンス

詐欺


